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○ 登録者情報

所在地

和歌山県有田郡湯浅町

47都道府県がつながるプラットフォーム地方創生会議

小幡和輝 おばたかずき

地方創生会議　Nagomi Share Fund（売上連動支払型投資事業組合）　
代表



略歴

著書・論文等

○

取組の内容

著書に 学校は行かなくてもいい 親子で読みたい「正しい不登校のやり方」、学校では教えてくれない 稼ぐ力の身につけ
方

47都道府県がつながるプラットフォーム地方創生会議

和歌山県にある世界遺産高野山にて、47都道府県すべてから起業家、政治家、公務員、クリエイターなど地域のため
に稼働するプレイヤーが集まるサミットを主催しています。LIFULL HOME'Sの井上 高志社長、クラウドファンディング
CAMPFIREの家入一真社長、平 将明 内閣府副大臣（地方創生担当）など  交流会では一流のシェフ（ミシュラン星獲
得など）をお招きし、地域の食材を最高の料理でおもてなし、47都道府県すべてから地酒を取り寄せる、高野山のアク
ティビティなど、地域の魅力を全身で楽しめるイベントになっています。  集客はすべてインターネットで行い、開催資金はク
ラウドファンディングで調達、Twitterではトレンド1位を獲得するなど、インターネットをフル活用したプロジェクトです。

小幡和輝 Kazuki Obata NagomiShareFund & 地方創生会議 Founder / 内閣府地域活性化伝道師   1994年、和歌
山県生まれ。約10年間の不登校を経験。その後、定時制高校に入学。地域のために活動する同世代、社会人に影
響を受け、高校3年で起業。地域活性化を軸に様々なプロジェクトを立ち上げる。 47都道府県すべてから起業家や政
治家が集うサミット『地方創生会議 in 高野山』を主催し、Twitterのトレンド1位を獲得。1億円規模の地方創生ファンド
「NagomiShareFund」を設立。ダボス会議を運営する世界経済フォーラムより、世界の若手リーダー『GlobalShapers』に
選出。

地方創生会議 集合写真 地方創生会議 食事の様子



実績

工夫した点や苦労した点

ひとことPR

インターネットをビジネスにつなげることが得意です。ネットで稼ぐというよりも、インターネットのエネルギーをどう
やってオフラインに還元するかをアドバイスすることができます。

過去3年で700名が参加（年1回開催）参加費2万円 参加者同士で都道府県を超えた事業、プロジェクトが
多数立ち上がっています。

高野山という僻地であるというネガティブをここまでわざわざくる熱量の高い人だけが集まるというブランディングに
変えました。審査制にすることで参加者がSNSでシェアしたくなるような特別感を意識しています。



○ 参考

取組分野の分類

関連ホームページ

連絡先

※メールを送る際には〔アットマーク〕を『@』に変えてください。

メールアドレス kazuki〔アットマーク〕nagomiobata.com

小幡和輝オフィシャルブログ https://www.obatakazuki.com/

地方創生会議 https://chihousouseikaigi.jp/

住民参加 その他

その他

官民連携（PPP・PFI） ○ メディア活用策

自治体間連携 ○ 効果の把握・評価

1１．自治体経営イノベーション 12.シティプロモーション・地域PR
財政マネジメント（公共施設管理・公会計整備） ○ 地域ブランディング

その他 その他

働き方改革 ○ ふるさと教育

子どもの貧困対策 ○ 地域と教育機関の連携（高校魅力化・域学連携等）

9.少子化対策、子ども・子育て支援 10.地域づくり人材の育成・教育

結婚・出産・子育て支援 ○ 人材研修

○ 地域と関係人口の協働 ○ 地域おこし協力隊の推進

その他 その他

○ 滞在・活動の場づくり ○ 起業・事業承継等支援

○ 地域おこし協力隊の推進 ○ 空地・空家対策

その他

7.関係人口の創出・拡大 8.移住・定住促進

避難所運営 ○ 地域おこし協力隊の推進

感染症対策 その他

地区防災計画 ○ インバウンド対応

BCP 民泊・農泊

5.防災減災・危機管理 6.観光振興・交流

建築物耐震化・長寿命化 ○ DMOとの連携

その他 その他

地域交通 地球温暖化対策

集落機能の確保 廃棄物・リサイクル対策

3.生活機能の維持 4.環境保全・SDGs

地域医療・福祉 分散型エネルギーシステム

地域中核企業等の支援 その他

その他

6次産業化 空地・空家・空きビル・空き店舗等対策

経営資源の引継（事業承継等）・起業支援 商店街活性化

登録者の取組を12の政策分野に分類しています（複数の分野に該当するものもあります）。

1.地域資源を活用した地域経済循環 2.まちなか再生

○ 地場産品発掘・販路開拓 ○ 中心市街地活性化


